
 

中 学 校 

 

令和６年度 
 

 

 

教育研究員報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都教育委員会 
 

 

 

数 学 



 

目 次 

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 ･･･････････････････････････････････ １ 

 

Ⅱ 研究の視点 ･･･････････････････････････････････････････ ２ 

   

Ⅲ 研究仮説 ･････････････････････････････････････････････ ３ 

 

Ⅳ 研究方法 ･････････････････････････････････････････････ ３ 

１ 基礎研究 ･･･････････････････････････････････････････ ３ 

２ 実践研究 ･･･････････････････････････････････････････ ３ 

 

Ⅴ 研究内容 ･････････････････････････････････････････････ ４ 

１ 研究構想図 ･････････････････････････････････････････ ４ 

２ 実践研究 ･･･････････････････････････････････････････ ５ 

   〈検証授業Ⅰ：領域「数と式」〉  ･･･････････････････････････････ ５ 

   〈検証授業Ⅱ：領域「関数」〉 ･････････････････････････････････ ８ 

   〈検証授業Ⅲ：領域「図形」〉 ･････････････････････････････････ 12 

 

Ⅵ 研究の成果 ･･･････････････････････････････････････････ 16 

 

Ⅶ 今後の課題 ･･･････････････････････････････････････････ 16 



- 1 - 

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

急激に変化する時代の中で、学校教育には、一人一人の児童・生徒が、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働し

ながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手とな

ることができるよう、その資質・能力を育成することが求められている。 

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別

最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」（中央教育審議会 令和３年１月 26 日）（以

下、「答申」という。）では、「個に応じた指導」を学習者視点から整理した概念である「個別

最適な学び」と、これまでも日本型学校教育において重視されてきた「協働的な学び」とを、

ICT を活用しながら一体的に充実させることが、2020 年代を通じて実現を目指す学校教育で

あるとしている。また、「個に応じた指導」の在り方を、全ての子供に基礎的・基本的な知識・

技能を確実に習得させ、思考力・判断力・表現力等や、自ら学習を調整しながら粘り強く学

習に取り組む態度等を育成するための「指導の個別化」と、学習の基盤となる資質・能力等

を土台として、探究において課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現を行う等、

教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、子供自

身が学習が最適となるよう調整する「学習の個性化」の二つに整理している。 

一方で、「OECD 生徒の学習到達度調査（PISA2022）」における「実生活における課題を数学

を使って解決する自信があるかどうか」や「数学を実生活における事象と関連付けて学んだ

かどうか」という質問項目に肯定的な回答をした生徒の割合について、日本は OECD 平均と比

べて 20～30 ポイント低いという結果が明らかになった。また、「令和５年度『児童・生徒の

学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会）の児童・生徒調査における「どうやった

らうまくいくかを考えてから学習を始めるようにしている。」や「自分が考えたことを、積極

的に他の人や先生に伝えようとしている。」という質問項目に肯定的な回答をした都内公立

小・中学校の児童・生徒の割合は 40～60％程度にとどまっている。これらのことから、数学

科の授業の際、既習の知識及び技能等を実生活と関連付けて学ぶ機会を十分に提供できてい

ないことや、自分の考えを積極的に発信し、問題を解決しようとしていない生徒が一定数存

在することが分かる。 

以上を踏まえ、本部会では、習得・活用・探究という学びの過程を重視しつつ、特に探究

的な学習の場面において、生徒自身が既習事項の有用性を感じ、一人一人が自らの学び方を

決定しながら、学習を進めることができるような指導計画、評価計画及び教材開発を行うこ

とで、生徒自身が見通しをもって学び、学習状況を振り返ったり、他の生徒と協働したりし

ながら、自らの課題を解決していくことができるようになると考えた。 

そこで、研究主題を「数学科における効果的な『学習の個性化』の実現」、副主題を「個別

最適な学びと協働的な学びの交互作用による学習の深化」と設定した。 

研究主題 

数学科における効果的な「学習の個性化」の実現 
～個別最適な学びと協働的な学びの交互作用による学習の深化～ 
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Ⅱ 研究の視点 

数学科の学習において、生徒が既習事項の有用性を感じ、これまでの学習で身に付けた資

質・能力を土台として、自らの学び方を決定しながら、学習を進めることができるようにす

ることで、生徒自身が見通しをもって学び、学習状況を振り返ったり、他の生徒と協働した

りしながら、自らの課題を解決していくことができるようになる指導の工夫を示すことが、

本研究の目指すところである。 

「中学校学習指導要領解説数学編」では、「数学的な見方・考え方」と「探究」の関係につ

いて次のように記されている。 

 

 

 

 

 

 

 

また、答申では、探究的な学習の充実について次のように記されている。 

 

 

ここにある３行は、 

 

以上を踏まえ、本研究では、習得・活用・探究という学びの過程を重視しつつ、単元の終

盤に「探究的な学習の場面」を位置付け、効果的な「学習の個性化」の実現を図ることとし

た。 

また、「Ⅰ 研究主題設定の理由」で記したとおり、数学科において、既習の知識及び技能

等を実生活に十分に活用できておらず、自分の考えを積極的に発信し、問題を解決しようと

していない生徒が一定数存在すると考えられる。 

そこで、本研究では、急激に変化する時代の中で、生徒が自分のよさや可能性を認識する

とともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な

社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができ

るようにするために、次のような生徒の育成につながる指導事例を明らかにする。 

 

 

 

 

このことで、個別最適な学びと協働的な学びが場面に応じて相互に作用し、学習の深化が

図れるよう、とりわけ「学習の個性化」に着目して指導方法の工夫等を考えていく。 

 

 

数学の学習では，「数学的な見方・考え方」を働かせながら，知識及び技能を習得したり，

習得した知識及び技能を活用して探究したりすることにより，生きて働く知識となり，技能

の習熟・熟達につながるとともに，より広い領域や複雑な事象の問題を解決するための思考

力，判断力，表現力等や，自らの学びを振り返って次の学びに向かおうとする力などが育成

され，このような学習を通じて，「数学的な見方・考え方」が更に確かで豊かなものとなって

いくと考えられる。 

・修得主義の考え方と一定の期間の中で多様な成長を許容する履修主義の考え方を組み合

わせ，「学習の個性化」により児童生徒の興味・関心等を生かした探究的な学習等を充実

すること 

・ 自ら課題を発見し、解決しようとする生徒 

・ 自ら学習を計画し、探究的思考ができる生徒 

・ 自分の考えを数学的に表現し問題解決に結び付けられる生徒 
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Ⅲ 研究仮説 

本研究では、次の３点の指導方法の工夫等に取り組む。 

１ 日常の事象や社会の事象との関連性を感じられるような導入の工夫 

「探究的な学習の場面」の指導の導入において、観察や操作などを通して日常の事象や社

会の事象との関連性を実感させられるようにすることで、生徒の興味・関心等を生かした探

究的な学習を充実させる。 

なお、「探究的な学習の場面」とは、単元の終盤に行う、効果的な「学習の個性化」を図る

ための時間における学習を指すものとする。 

２ 既習事項と関連付けられ、解決の過程が複数ある教材の設定 

解決に向けた道筋が複数考えられる教材を設定し、既習事項を問題解決にどのように活用

できるか見通す場面や、問題を解決するための計画を立てる場面を意図的に取り入れること

により、既得の資質・能力を土台として、状況に応じて解決に向けて取り組む力を育成する。 

３ 学習内容や情報を適宜共有・参照し、自分の学習に反映できるような展開の工夫 

「探究的な学習の場面」の指導において、生徒自身が誰と何を使って、どのように学ぶの

かという学び方を選択できるようにし、自らの学習状況を振り返る場面を意図的に設定する

ことで、自らの学習を調整する力を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究方法 

本研究は、「基礎研究」と「実践研究」により行う。 

１ 基礎研究 

次の各種報告書等の調査結果を分析し、研究の方向性を明確にした。 

・ 「令和６年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省） 

・ 「令和５年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会） 

・ 「OECD 生徒の学習到達度調査（PISA2022）」 

２ 実践研究 

「Ⅱ 研究の視点」で示した具体的な視点と、「Ⅲ 研究仮説」で示した指導方法の工夫等

に基づき学習指導案を作成し、授業を実施する。その際、次の工夫等を行うことで、数学科

における効果的な「学習の個性化」の実現を目指していく。 

(1) 日常の事象や社会の事象との関連性を感じられるような導入の工夫 

(2) 既習事項と関連付けられ、解決の過程が複数ある教材の設定 

(3) 学習内容や情報を適宜共有・参照し、自分の学習に反映できるような展開の工夫 

＊「導入」、「展開」は１単位時間だけでなく、内容のまとまりの流れを意図している。 

【研究仮説】 

生徒自身が既習事項の有用性を感じ、一人一人が自らの学び方を決定しながら、学習を

進めることができるような指導計画、評価計画及び教材開発を行うことで、生徒自身が見

通しをもって学び方を決め、学習状況を振り返ったり、他の生徒と協働したりしながら、

自らの課題を解決していくことができるようになるだろう。 
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Ⅴ 研究内容 

１ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育研究員共通テーマ】 

全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現 

【研究仮説】 

生徒自身が既習事項の有用性を感じ、一人一人が自らの学び方を決定しながら、学習

を進めることができるような指導計画、評価計画及び教材開発を行うことで、生徒自身

が見通しをもって学び方を決め、学習状況を振り返ったり、他の生徒と協働したりしな

がら、自らの課題を解決していくことができるようになるだろう。 

【中学校数学部会 研究主題】 

数学科における効果的な「学習の個性化」の実現 
～個別最適な学びと協働的な学びの交互作用による学習の深化～ 

 

【育てたい生徒像】 

・自ら課題を発見し、解決しようとする生徒 

・自ら学習を計画し、探究的思考ができる生徒 

・自分の考えを数学的に表現し問題解決に結び付けられる生徒 

 

【「学習の個性化」を図るための手だて】 

(1)  日常の事象や社会の事象との関連性を感じられるような導入の工夫 

ア 観察や操作などを通して関連性を実感させられるようにする。 

(2)  既習事項と関連付けられ、解決の過程が複数ある教材の設定 

ア 既習事項を問題解決にどのように活用できるか見通すことができるようにする。 

イ 問題を解決するための計画を立てられるようにする。 

(3)  学習内容や情報を適宜共有・参照し、自分の学習に反映できるような展開の工夫 

ア 生徒自身が学び方（誰と何を使って、どのように）を選択できるようにする。 

イ 自らの学習状況を常に振り返り、調整することができるようにする。 

＊「導入」、「展開」は１単位時間だけでなく、内容のまとまりの流れを意図している。 

【数学教育における現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔取り組み方に関すること〕 

○ 「解答を言葉や数、式を使って説明する問題に

ついて、どのように解答しましたか」の質問に対

して「全ての書く問題で最後まで書こうと努力し

た」との回答は都 53.2%（国 50.0％）である。 

○ 説明する問題において無解答率が 25％以上の問

題が複数ある。 

「令和６年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省） 

〔学び方に関すること〕 

○ 「実生活における課題を数学を使って解決する自信がある

かどうか」や「数学を実生活における事象と関連付けて学ん

だかどうか」の設問に対して、肯定的な回答をした生徒の割

合が OECD 平均と比べて 20～30 ポイント低い。（PISA2022） 

○ 「先を見通してから学習を始める」生徒や「自分の考えを

積極的に伝えている」生徒の割合は 40～60％程度である。 

「令和５年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会） 
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２ 実践研究 

(1) 検証授業Ⅰ 

ア 単元名 第１学年「文字と式」 

イ 単元を見通した工夫 

(ｱ) 単元の指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 単元全体が、習得・活用・探究という学びの過程を重視したものとなるようにするた

めの指導の工夫 

習得・活用の場面では、意図的に日常生活や社会の事象を取り上げ、ICT などを活用

して視覚化したり、操作したり、式を立てたり、立式の正しさについて検証したりする

など、生きて働く知識や技能の習得となるように工夫する。 

探究の場面では、事象を自分事と捉え、課題の解決に向けて主体的・対話的で深い学

びが得られるように「石とりゲーム」を扱う。既習事項を活用し、ゲームの勝ち方につ

いて規則性を見いだし、文字式に帰着して考えることで、ゲームの勝ちパターンについ

て分析させる。見通しをもって計画を立て、学習方法・学習形態を自ら選択できるよう

にすることで、学習の個性化を図る。 

ウ 「探究的な学習の場面」における工夫（【 】内は「１ 研究構想図」内の【「学習の個

性化」を図るための手だて】の番号） 

(ｱ) 実際に石とりゲームを行わせることで、自分事としてゲームの勝ちパターンを考えら

れるようにする。【(1)－ア】 

(ｲ) 数量関係や法則を表現する方法について問いかけ、 

石とりゲームの仕組みを文字を用いて表現できること 

に気付かせる。また、ヒントスライドを提示し、より 

具体的な見通しをもたせる。【(2)－ア】 

(ｳ) ワークシートに課題解決のための計画を記入できる 

ようにする。【(2)－イ】 

(ｴ) 探究的な学習のガイダンスを行い、生徒はインター 

ネット検索や、実験的操作、書物等を調べる活動、ヒ 

ントスライドの参照、他者との相談・協議など、自身 

の学び方を柔軟に選択できることを確認する。【(3)－ア】 

(ｵ) 授業ごとに振り返りを記入し生徒が自身の学びを調整できるようにする。【(3)－イ】 

〔ヒントスライドの例〕 

習得・活用 探究 

文字と式 式の計算 文字と式の利用等 

１  ～  ６  ７  ～  10 11 ～ 13 14  ～  16 

 

文
字
を
使
っ
た
式 

式
の
値 

式
の
表
す
意
味 

な
ど 

式
を
書
く
と
き
の
約
束 

１
次
式
の
乗
法
と
除
法 

１
次
式
の
加
法
と
減
法 

 

な
ど 

タ
イ
ル
の
枚
数
を
表
す
式 

 

等
式
と
不
等
式 

「石とりゲーム」の勝ち方 

 

発
表 

学
習
計
画
の
修
正 

探
究
活
動 

学
習
計
画
の
作
成 

課
題
設
定 

ガ
イ
ダ
ン
ス 

【学習の個性化】 
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エ 「探究的な学習の場面」における授業 

(ｱ) 目標 

 身近にある問題を数理的に捉え、数量や数量関係に注目し、見付けたきまりや考え方

について文字などを用いて一般的に表現し、説明することができる。 

(ｲ) 実際の授業の流れ 

時
間 

学習内容・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 

第 

14

時 

【導入（20 分）】 
○石とりゲームについて知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ワークシート①の配布 
 
Ｔ：勝ち方について、分かったことはありま

すか？ 
Ｓ：先手が勝ちやすいと思います。 
Ｓ：初めに１個だけを取ると勝てそうです。 
Ｓ：４個のまとまりを見ると考えやすいです。 
 
Ｔ：では、石が 11 個になっても、初めの１個

だけ取ると先手の人は勝てるのでしょう
か。確かめてみましょう。（約３分） 

Ｓ：勝てませんでした。 
Ｔ：では、どのようにしたら勝てますか。 
Ｓ：初めに２個取れば勝てます。 
 
Ｔ：そうですね。石の総数が変わると、勝ち

方が変わりそうですね。そこで、石の総
数がどんな個数になっても、先手が勝て
るかどうかを確認するには、何を使えば
いいでしょうか。 

Ｓ：文字です。 
Ｔ：そうですね。このゲームの勝ち方につい

て、文字を使って考えてみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「探究的な学習の場面」ガイダンス 
 
 
【展開（20 分）】 
○学習計画作成 
 
 
 
 
 
 

 
・実演してゲームを把握させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・二人一組で石とりゲームを行いながらワークシート

①に気付いたことなどを記録する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・状況に応じて自身の学習方法を選択できること、課
題解決に向けて学習計画を作成すること、考えたこ
とをまとめ発表すること、評価方法等を確認する。 

 
・ワークシートに学習計画を記入させる。 
 
 
 
 
 
 

「石とりゲーム」～石とりゲームの上手な勝ち方を考えよう～ 

○○○○○○○○○○  （１０個） 

＜基本ルール＞ 

・１０個の石を二人で交互に取ります。     

・１回に取れる石の個数は３個以下です。 

・最後の 1個を取った方が負けになります。 

 

「石とりゲーム」～石とりゲームの上手な勝ち方を考えよう～ 

○○○○○○○○○○  （□個） 

＜基本ルール＞ 

・□個の石を二人で交互に取ります。 

・１回に取れる石の個数は３個以下です。 

・最後の 1個を取った方が負けになります。 

【課題】 

あなたは先手です。どうすれば勝てますか。 

石とりゲームの勝ち方について、文字を使って説明しましょう。 

〔ワークシート①の一部〕 
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○探究活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【まとめ（10 分）】 
○学習の振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシートに授業の振り返りを記入させる。 

第 

15 

時 

【導入（５分）】 

○学習計画作成 

【展開（40 分）】 

○探究活動 

・ヒントスライドを提示する。いつでも参照

できるように、ヒントスライドを入れた参

照用ＰＣを複数台用意しておく。 

・考えたことを共有アプリの提出箱に提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ（5 分）】 

○学習の振り返り 

 

・ワークシートに学習計画を記入させる。 

 

 

・既習事項をどのように問題解決に活用できるかを見

通す。 

 

・他の生徒の意見を参考に自身の考えを見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートに授業の振り返りを記入させる。 

第 

16

時 

【導入（10 分）】 

○発表準備 

【展開（20 分）】 

○グループによる発表（４人１グループ） 

【まとめ（20 分）】 

○考えの推敲（10 分） 

○学習の振り返り（10 分） 

 

・自身の考えの最終的なまとめ、発表に向けた説明の

準備等をさせる。 

・早めに終わったグループには、１回に取れる石の個

数を３個以外の数の場合などについて考えさせる。 

 

・ワークシートに授業の振り返りを記入させる。 

オ 考察 

(ｱ) 生徒が自ら課題を発見し、解決しようとしたか 

操作することによって仕組みを理解しやすくなる石とりゲームを題材としたことによ

り、生徒が主体的に観察や操作などを繰り返し行い、勝ちパターンを考えることを自分

事として取り組ませることができた。また、グループによる発表を行い、自分の説明を

〔実際に見られた生徒の学習の様子〕 

 【紙で考える】 
ワークシート等に記入しながら
勝てるパターンについて考える。 

 

 

 

 

【事柄を検索等で調べる】 
インターネット等で勝ち方に
ついて調べる。 

 

【実験して調べる】 
石に見立てたサイコロを利
用し、実験しながら調べる。 

 

〔実際に見られた生徒の学習の様子〕 

 【紙で考える】 
ワークシート等に記入しながら

勝てるパターンについて考える。 

 

【事柄を検索等で調べる】 
インターネット等で勝ち方に

ついて調べる。 

 

【実験して調べる】 
石に見立てたサイコロを利

用し、実験しながら調べる。 

 
【他者の考えを参考にする】 
共有アプリ等で共有した考えを基に自分の考

えを精査する。 

 

【教師の示したヒントから考える】 
ヒントスライドを見ながら確認する。 
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振り返る機会を設け、考えを推敲させることでよ

りよい考え方を発見させることができた。 

「問題を解決するために効果的だと感じた学

習方法は何ですか。」という質問では、「実験」が

最も多く選択された方法であった。また、「グルー

プ」や「２人」を選択した生徒も多く、解決の過

程で他者と相談したり、共に考えを深めたりしながら学習を進めていたことが分かる。

全体的に多様な学習方法が選択されており、生徒が状況に応じて様々な学び方を選択し

て課題の解決に向かっていたことが分かった。 

(ｲ) 生徒が自ら学習を計画し、探究的思考ができたか 

「勝ち方を考えるための計画を具体的に立てら

れましたか。」という質問に対して、88％の生徒が

肯定的な回答をした。否定的な回答をした生徒の中

には、学習計画と具体的な学習活動にずれが生じた

際に、計画をうまく調整することができなかったと

感じる生徒がいた。このような探究的な学習の場面

を経験させることを通して、状況に応じて計画を見

直す経験を積ませる大切さが分かった。 

(ｳ) 生徒が自分の考えを数学的に表現し問題解決に結び付けられたか 

    「文字を用いることで勝ち方が説明しやすくなりましたか。」という質問に対して、

95％の生徒が肯定的な回答を

した。否定的な回答をした

５％の生徒は、勝ち方の規則

について文章で表現できてい

るものの、文字式まで帰着す

ることができていなかった。 

(2) 検証授業Ⅱ 

ア 単元名 第２学年「１次関数」 

 イ 単元を見通した工夫 

(ｱ) 単元の指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝ち方を考えるための計画を
具体的に立てられましたか。 

〔生徒の記述例〕 

習得・活用 探究 

１次関数 １次関数と方程式 １次関数の利用 

１  ～  ７  ８  ～  11 12 ～ 14 15  ～  17 

 

１
次
関
数 

１
次
関
数
の
グ
ラ
フ 

１
次
関
数
の
式
の
求
め
方 

１
次
関
数
の
値
の
変
化 

２
元
１
次
方
程
式
の
グ
ラ
フ 

連
立
方
程
式
と
グ
ラ
フ 

 

速
さ
や
道
の
り
に
関
す
る
問
題 

 

１次関数と見なせる事柄 

水
を
熱
す
る
と
き
の
水
温 

 

発
表 

学
習
計
画
の
修
正 

探
究
活
動 

学
習
計
画
の
作
成 

課
題
設
定 

ガ
イ
ダ
ン
ス 

【学習の個性化】 

な
ど 

長
方
形
の
辺
上
の
動
点
と
面
積 

（人）  
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(ｲ) 単元全体が、習得・活用・探究という学びの過程を重視したものとなるようにするた

めの指導の工夫 

習得・活用の場面では、一人一人の個性や学習状況に配慮しつつ単元の導入から日常

生活における具体的な場面での１次関数の事象に触れ、表・式・グラフ等を繰り返し用

いて１次関数の場面を捉えられるように学習を進める。 

探究の場面では、１次関数と日常の事象や社会の事象との関連性をより感じられるよ

うにするために、習得・活用の場面で学習してきたような１次関数と見なすことができ

る事柄を自ら発見し、表・式・グラフ等を用いて説明をする題材を扱う。 

ウ 「探究的な学習の場面」における工夫（【 】内は「１ 研究構想図」内の【「学習の個

性化」を図るための手だて】の番号） 

(ｱ) 日常の事象や社会の事象で１次関数と見なすことができる事柄を自ら発見する活動を

通して、１次関数をより身近に感じられるようにする。【(1)－ア】 

(ｲ) 導入で既習事項を振り返るとともに、生徒が１次関数と見なすことができる事柄と予

想したことについて、どのようにすれば具体的な数値や資料を確かめることができるか

を確認することで事柄を検証する見通しをもてるようにする。【(2)－ア】 

(ｳ) ワークシートに課題解決のための計画を記入できるようにする。また、授業ごとに振

り返りを記入し、その都度生徒が学びを調整できるようにする。【(2)－イ】 

(ｴ) インターネット検索や教科書の活用、日常生活の想起、関連資料での考察など、生徒

が自身の学び方を柔軟に選択できるような工夫を行う。全体共有では共有アプリを活用

して、他者の考えを共有する。【(3)－ア】 

(ｵ) ワークシートをガイダンス資料と合わせて「探究的な学習の場面」の３時間を通して

１枚にすることで、自らの学習状況を常に振り返り、調整できるようにする。【(3)－

イ】 

 エ 「探究的な学習の場面」における授業 

(ｱ) 目標 

具体的な場面で１次関数と見なせる事柄を調べ、表・式・グラフで表し、説明すること

ができる。 

(ｲ) 実際の授業の流れ 

時
間 学習内容・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 

第 

15

時 

【導入（15 分）】 
○前時までの振り返り 
○課題の提示 
Ｔ：前時までに学習した１次関数にはどのよう

な場面がありましたか。 
Ｓ：水そうに一定の割合で水を入れ始めてから

の時間と水面の高さの関係が１次関数でし
た。 

Ｓ：水を熱し始めてからの時間と水温の変化の
関係が１次関数でした。 

Ｓ：長方形の辺上を動く点とある辺を結んだ三
角形を考えたとき、経過した時間と面積の
関係が１次関数でした。 

Ｔ：そうでしたね。これらの他にも１次関数と
なっている事柄はあるのでしょうか。 

Ｓ：携帯電話を長く使うと、料金が高くなった

 
 
 
・生徒から発言を引き出しながら進める。 
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経験があります。 
Ｓ：富士山の標高と気温の関係が１次関数とな

っていると聞いたことがあります。 
Ｔ：皆さんが思い浮かべた例が１次関数になっ

ているかを確かめるためには、どのような
ことを調べる必要があるでしょうか。 

Ｓ：携帯電話の通話時間と料金の関係であれば、
携帯電話会社のホームページで、料金体系
について調べるとよさそうです。 

Ｓ：富士山の標高と気温の関係は、どこで調べ
られるのかな。 

Ｓ：気象庁のホームページにデータが載ってい
るのを知っています。 

 
 
 
 
 
○「探究的な学習の場面」ガイダンス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【展開（25 分）】 
○学習計画作成 
○探究活動 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【まとめ（10 分）】 
○学習の振り返り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・課題解決に向けて学習計画を作成すること、状
況に応じて自身の学習方法を選択できること、
考えたことをまとめ発表すること、評価方法等
を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシートに計画を記入させる。 
・タブレットや教科書を活用するなど、学び方を
自由に選択させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシートに授業の振り返りを記入させる。 

課題 
具体的な場面で１次関数と見なせる事柄を調べ、説明してみよう。 

〔実際に見られた生徒の学習の様子〕 

 【自ら事柄を考える】 
経験上１次関数と見なせる事
柄を日常生活から想起する。 

【事柄を検索等で調べる】 
インターネットで具体的な場面での
１次関数を検索する。 

【既習事項を振り返る】 
教科書やノートで学習した問題
を振り返る。 

〔学習計画の振り返り〕 

〔ガイダンス資料の一部〕 
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第

16

時 

【導入（５分）】 
○学習計画作成 
【展開（40 分）】 
○全体共有 
○探究活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ（５分）】 

○学習の振り返り 

 
・ワークシートに学習計画を記入させる。 
 
・ワークシートに書いた記述を撮影し、共有アプリの
提出箱へ提出することで、他者参照を可能にさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートに授業の振り返りを記入させる。 

第

17 

時 

【導入（10 分）】 
○発表準備 
【展開（20 分）】 
○グループで発表（４人１グループ、１人２分） 
○全体共有（生徒による発表、共有アプリ共有） 
【まとめ（20 分）】 
○自分の考えの推敲（10 分） 
○学習の振り返り（10 分） 

 
・自身の考えの最終的なまとめ、発表に向けた説明
の準備等をさせる。 

 
 
 
 
・ワークシートに授業の振り返りを記入させる。 

 オ 考察 

  (ｱ) 生徒が自ら課題を発見し、解決しようとしたか 

本学習は日常生活との関連性が強く、自らの興

味や関心を生かして１次関数と見なせる事柄を

考えさせることができた。 

「問題を解決するために効果的だと感じた学習

方法は何ですか。」という質問では、「タブレット」

が最も多く選択された方法であった。このことか

ら、多くの生徒は日常の事象や社会の事象について、インターネット等を活用して実際

のデータを調べることが有効な手段と判断したと考えられる。また、「２人」や「グルー

プ」を選択した生徒も多く、解決の過程で他者と相談したり、共に考えを深めたりしな

がら学習を進めていたことが分かる。全体的に多様な学習方法が選択されており、生徒

が状況に応じて様々な学び方を選択して課題の解決に向かっていたことが分かった。 

(ｲ)  生徒が自ら学習を計画し、探究的思考ができたか 

「自分で計画を立てることで学びがより深まった」など、計画を立てることの大切さ

〔実際に見られた生徒の学習の様子〕 

 

 

【自ら事柄を考える】 
経験上１次関数と見なせる事
柄を日常生活から想起する。 

【事柄を検索等で調べる】 
インターネットで具体的な場面で
の１次関数を検索する。 

【既習事項を振り返る】 
教科書やノートで学習した問題
を振り返る。 

【他者の考えを参考にする】 

共有アプリや協働で共有した考えを基に自分の考

えを精査する。 

【授業者へ質問する】 

１次関数と見なせる事柄の説明が適切であるか質問

する。 

（人）  
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に関する記述が複数見られた。また、「自分の考え

た１次関数と見なせる事柄を見直したり、変更し

たりして良いものにできましたか。」という質問の

肯定的な回答は 94％であった。このことから、自

身の学習を調整しながら取り組めた生徒が多数い

たことが分かった。一方、計画を立てる必要性を実

感できていない生徒も一部見られ、日頃から見通

しをもって学習することを意識できる授業を行う

ことが大切であると改めて確認できた。 

(ｳ) 生徒が自分の考えを数学的に表現し問題解決に結び付けられたか 

    生徒の成果物からは、携帯電話の使用時間と使用料金との関係や自動車の乗車時間と

ガソリンの残量との関係、スマートフォンの充電時間とバッテリー残量との関係など

様々な事例が挙げられた。中にはある地域の人口の推移に着目し、一次関数と見なすこ

とができるかどうかについて、数学的な表現を用いて検証している生徒の姿も見られた。

「表・式・グラフを用いることで１次関数と見なすことができる事柄が説明しやすくな

りましたか。」という質問に対して、94％の生徒が肯定的な回答をしており、多くの生徒

が事例を検証したり、説明したりする活動を通して、１次関数の性質について理解を深

めたことが分かった。 

(3) 検証授業Ⅲ 

ア 単元名 第２学年「平行と合同」 

イ 単元を見通した工夫 

(ｱ) 単元の指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 単元全体が、習得・活用・探究という学びの過程を重視したものとなるようにするた

めの指導の工夫 

習得・活用の場面では、基本的な平面図形の性質について複数の関連した性質を確か

め理解し、説明できるようにすることでより深い理解につながるように工夫する。ま

た、それらの経験が探究の場面において生かされることを想定して指導する。 

探究の場面では、基本的な平面図形の性質を用いた角の大きさを求める問題を作成し

て説明することを扱う。前時までの学習内容を振り返ることで、学習した解き方以外の

方法はないかなど、自ら課題を発見し、解決しようとする生徒の姿が見られることを期

やや 

できた 

できた 

あまり
できな
かった 

自分の考えた 1 次関数と見なせる事柄
を見直したり、変更したりして良いも
のにできましたか。 

習得・活用 探究 

説明のしくみ 平行線と角 合同な図形 

１  ～  ３  ４  ～  ７  11  ～  15 ８  ～  10 

 

多
角
形
の
内
角
の
和 

ｎ
角
形
の
外
角
の
和 

ｎ
角
形
の
内
角
の
和 

対
頂
角
、
同
位
角
、
錯
角 

 

平面図形の問題作成 

仮
定
と
結
論 

 

三
角
形
の
合
同
条
件 

 

発
表 

学
習
計
画
の
修
正 

探
究
活
動 

学
習
計
画
の
作
成 

課
題
設
定 

図
形
の
性
質
の
証
明 

【学習の個性化】 

な
ど 

角
の
求
め
方
の
説
明 

習得・活用 

な
ど 
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待する。また、見通しをもたせ、学習計画を立てさせることで、学習方法・学習形態を

自ら選択できるようにし、学習の個性化を図る。 

ウ 「探究的な学習の場面」における工夫（【 】内は「１ 研究構想図」内の【「学習の個

性化」を図るための手だて】の番号） 

(ｱ) 既習の図形や日常生活で見られる図形から角の大きさを求める問題を自ら作成させる

ことで、平面図形の性質を自分事として捉えられるようにする。【(1)－ア】 

(ｲ) 既習の平面図形の性質を振り返る際に、活用した補助線や根拠となる図形の性質を改

めて確認することで、問題作成の見通しをもたせるようにする。【(2)－ア】 

(ｳ) ワークシートに課題解決のための計画を記入できるようにする。【(2)－イ】 

(ｴ) タブレットを活用したインターネット検索や数学に関する書物の閲覧ができるような

場の設定など、生徒が自身の学び方を柔軟に選択できるような工夫を行う。【(3)－

ア】 

(ｵ) 授業ごとに振り返りを記入し、生徒が自身の学びを調整できるようにする。【(3)－

イ】 

エ 「探究的な学習の場面」における授業 

(ｱ) 目標 

・ 補助線や根拠となる図形の性質を用いて角の大きさを求める問題を作り、その解き方

を説明する。 

・ 角の大きさを求める問題の考え方について、自分の考え方、学習活動を振り返り、改

善しようとする態度を身に付ける。 

(ｲ) 実際の授業の流れ 

時
間 

学習内容・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 

第 

８

時 

【導入（10 分）】 
○前時の学習内容を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｓ：２直線に平行な補助線を引き、 

63°＋30°＝93°となりました。 
Ｓ：上の線分を延長して平行線の性質を用い

ました。三角形の外角の性質を用いて、    
63°＋30°＝93°となりました。 

 
【展開（35 分）】 
◯学習課題の設定 
Ｔ：今まで角の大きさを求める問題を、様々

な性質を用いて解いてきました。今回の
学習では、今まで学習してきたことを活
用して自分で問題を作ってみましょう。 

 
 
 
 
 

 
・前時に学習した問題の解き方を生徒に説明させなが
ら基本的な平面図形の性質を振り返る。その際、活
用した補助線や根拠となる図形の性質を改めて確認
する。 

 
 
 
 
 
 
 
・考えが進まない生徒には過去のワークシートを振り
返るように促す。 

・共有アプリの提出箱に、ワークシートの写真を撮っ
て送らせる。 

・何人かの生徒に発表させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題  

今まで学習した補助線や根拠となる図形の性質を用いて角の大きさを求める問題を作成して説明しよう。 

問題 次の∠xの大きさを求めなさい。 
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○学習計画作成 
Ｔ：どのようなことに着目して問題を作成し

ますか。 
Ｓ：今までに学習した図形の角の大きさを変

えます。 
Ｓ：今まで学習した図形の求めたい角を変え

ます。 
Ｓ：今までに学習した図形にさらに線を加え

たり、角を増やしたりします。 
Ｓ：教科書やタブレットを使って調べます。 
 
○探究活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【まとめ（5 分）】 
○学習の振り返り 

 
・既習事項を振り返ることで見通しをもてるように
発問する。 

・どの根拠となる図形の性質を用いた問題を考える
のかを決めさせる。 

・生徒の発言から、誰と何を使って、どのように学
習するかを確認し、学習計画を立てさせる。 

・事前に連絡した小学生や中学 1 年生のときの教科
書、数学に関係がある本を用いてもよいこととす
る。 

・学習計画表を配布して記入させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシートに書いた本時の学習活動の部分を撮影
し、共有アプリの提出箱へ提出するよう伝える。 

・学習計画表の振り返りを書かせ、提出させる。 

第 

９ 

時 

【導入（３分）】 
○学習計画作成 
【展開（42 分）】 
○探究活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【まとめ（５分）】 
○学習の振り返り 

・共有アプリの提出箱と学習計画表を確認し、同じ考
えの生徒と一緒に学習したり、相談したりしてもよ
いことを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・共有アプリの提出箱に本時の学習活動をワークシー

トの写真を撮って送らせる。 
・学習計画表の振り返りを書かせ、提出させる。 

第 

10

時 

【導入（３分）】 
○学習計画作成 
【展開（22 分）】 
○探究活動 
【まとめ（25 分）】 
○全体共有（タブレットで共有） 
○グループで発表（４人１グループ、１人５分） 
○考えの推敲（10 分） 
○学習の振り返り（10 分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
・共有アプリの提出箱に本時の学習活動をワークシー
トの写真を撮って送らせる。 

・学習計画表の振り返りを書かせ、提出させる。 

 

〔実際に見られた生徒の学習の様子〕 

 

 

【既習事項から問題を作成する】 

教科書やワークシートで学習した 
問題を振り返り、図形の角度を 
変えたり、線を加えたりする。 

【図形を検索等で調べる】 

インターネットで図形を検索 

して解き方をペアやグループ 
で相談したり、解説を読んだり 
する。 

【追加、修正しながら問題を作成する】 

図形をワークシートやタブレット 
にかき、用いた図形の性質をペア 
やグループで確認し、線を追加、 

修正する。 

【既習事項を振り返る】 

参考書の問題を解き、その 
問題を基に問題を作成する。 

〔実際に見られた生徒の学習の様子〕 

 

 

【既習事項から問題を作成する】 

教科書やワークシートで学習した問題を振り返り、図形

の角度を変えたり、線を加えたりする。 

【図形を検索等で調べる】 

インターネットで図形を検索して解き方をペアや

グループで相談したり、解説を読んだりする。 

【追加、修正しながら問題を作成する】 

図形をワークシートやタブレットにかき、用いた図形の

性質をペアやグループで確認し、線を追加、修正する。 

【既習事項を振り返る】 

基本的な平面図形の性質を参考書の問題を解き、

その問題を基に問題を作成する。 

【作成した問題に図形の性質を追加する】 

教科書やワークシート、他の生徒の 
考えやメモを参考にして作成した問 

題に図形の性質を追加できるように、 
線を加えたり、図形の形を変えたり 
する。 

【作成した問題を説明する】 

作成した問題、その解き方 
の説明を書き、他の生徒に 

確認してもらったり、解い 
てもらったりする。そして、 
別の解き方の説明を考える。 
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オ 考察 

(ｱ) 生徒が自ら課題を発見し、解決しようとしたか 

自ら問題を作るという課題を設定することで、問題を作成するためには性質を正しく

理解していなくてはならないことや、解き方、説明の仕方は一通りではないことなどを

実感させることができた。また、グループによる発表を行い、自分の問題や説明を振り

返る機会を設け、考えを推敲させることで新たな課題を発見させることができた。「作っ

た問題を見直したり、変更したりしてよりよいものにできましたか。」という質問に対し

て、94％の生徒が肯定的な回答をした。また、「問題を

解決するために効果的だと感じた学習方法は何です

か。」という質問では、「グループ」を選択した生徒が

最も多く、解決の過程で他者と相談したり、共に考え

を深めたりしながら学習を進めていたことが分かる。 

(ｲ)  生徒が自ら学習を計画し、探究的思考ができたか 

学習計画と実際の学習

活動、学習の振り返りを記

入させる時間を設定した

ことで、自らの学習を調整

しながら取り組めるよう

にできた。また、タブレッ 

トで考えを共有できるようにすることで、他の生徒の考え方を参考にしてより具体的な

計画を立てさせることができた。 

(ｳ) 生徒が自分の考えを数学的に表現し問題解決に結び付けられたか 

    「今まで学習した図形の性

質を振り返ることが、問題を

作るきっかけになりました

か。」という質問に対して、

95％の生徒が肯定的な回答を

しており、生徒から提出され

た成果物からは、これまでに

学習した平面図形の性質を複

数組み合わせて作成した問題

が多数確認された。また、グル

ープで発表を行い、自分の問

題や説明を振り返る機会を設

けることで、考えをよりよい

ものにすることができた。 

 

 

〔学習計画の生徒記載例〕 

〔生徒の記述例〕 

（人）  

、 
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Ⅵ 研究の成果 

  生徒自身が既習事項の有用性を感じ、一人一人が自らの学び方を決定しながら学習を進め

ることができるようにすることで、見通しをもって学び方を決め、学習状況を振り返ったり、

他の生徒と協働したりしながら、自らの課題を解決していくことができるようになると考え、

研究を行ってきた。本研究から次の成果を得た。 

１ 生徒が自ら学び方を選択して学習を行うようになった 

生徒が、課題を自分事と捉えられるようにしたうえで、自ら学習計画を立てる場面を意図

的に設定したことで、既習事項を自ら教科書やノートを活用して振り返ったり、理解が不十

分であった内容について他者と確認したりするなど、状況を把握し、課題解決に向けて自ら

学び方を選択して学習を行う姿が見られるようになった。また、状況に応じて学習計画を修

正しながら進めるなど、与えられた時間を有効に活用しようとする行動も見られるようにな

った。 

２ 生徒が主体的に自分の考えを表現するようになった 

生徒が、個人活動や特定のグループ活動に限定することなく、必要に応じて自ら学習方法

を選択できるようにしたことで、同じような考えをもった生徒が集まり協議が活発に行われ

る場面や、互いに考えた内容を発表し合う場面など、主体的に自分の考えを数学的な表現を

用いて説明する機会が多く得られるようになった。また、インターネットでの検索や考えの

共有、複数人で同時に議論を深める際などに ICT の活用が有効であることを確認した。 

３ 「学習の個性化」を図る上で ICTの活用が有効であることが確認された 

  生徒が、状況に応じて自ら学習方法を選択して課題解決を行ったことで、インターネット

で検索したり考えや意見を共有したりする場面で ICT の活用が有効であった。今後、学習者

用デジタル教科書の活用やその他有効な ICT を活用した学習事例を蓄積し、適切に活用する

ことで、生徒はより質の高い学びを得ることが期待される。 

 

Ⅶ 今後の課題 

本研究で明らかとなった課題は、次のとおりである。 

１ 生徒が自らの学習を調整しながら進められるようにする指導の充実 

一部の生徒が、学習計画を具体的に立てられなかったとアンケートに回答していた。その

理由を、学習計画と具体的な学習活動に大きなずれが生じ、計画をうまく修正できなかった

とした。見通しをもって学習計画を立て、状況に応じて修正しながら自らの学習を調整する

ことを一定程度経験させ、意図的に指導していく必要がある。 

２ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を図る学習事例の蓄積 

  実践研究では、習得・活用・探究という学びの過程を重視しつつ、単元の終盤の３時間を

「探究的な学習の場面」と位置付け、特に探究的な学習の場面において、効果的な「学習の

個性化」の実現を図ることを目指した。個別最適な学びと協働的な学びは、学習者の状況や

学習環境等置かれた状況によって様々な在り方が考えられる。多様な学習方法を効果的に組

み合わせ、全ての生徒の可能性を引き出す学習事例を蓄積し、広く活用することが必要であ

る。 
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